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◆

３
ｋ
ｍ
（
晴
天
時
）
は
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
２
本
に
分
け
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
仕
分
け
は
（
男
女
と
も
）

３
ｋ
ｍ
（
Ａ
）
３
０
０
０
番
台
以
下
（
夏
）
８
時
30
分
ス
タ
ー
ト

同

（
Ｂ
）
４
０
０
０
番

以

上
（
夏
）
９
時
00
分
ス
タ
ー
ト

ま
た
、
３
Ｋ
コ
ー
ス
7
月
テ
ス
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
地
点
を
第
２
曲
走
路
出
口
と

し
グ
ラ
ン
ド
２
周
し
出
口
よ
り
出
て
多
摩
川
大
橋
を
折
り
返
し
グ
ラ
ン
ド
入
口
か

ら
入
り
３
／
４
周
し
ゴ
ー
ル
し
ま
す
（
３
Ｋ
の
み
）

第４３８回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３７回月例参加者動向

年間累計出場者 （ ～7月 8732 )

実数 816（昨年同月は4927 ３月震災でお休み）

2012..７.29 晴1.0m/s 32.4 ℃ 65％ WBGT29°

種 目 男子 女子 合計

２回目 ５ｋ 110 12 122

５ｋ 316 44 360
３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 18 6 24

中学 13 3 16

大人 364 65 429

計 395 74 469

子ども１ｋ 76 50 126

延べ出場者 897 180 1077

初参加者 55 14 69

棄 権 53 22 75

延べ参加者 950 202 1152

◆来月の月例は、９月３０日です。
４月～１０月までは夏時間。

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ（Ａ）８：30
３Ｋ（Ｂ）９：00 ５ｋ ９：30
10ｋ 10：00 スタートです。（出場受

付は各種目の１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

〈
６
月
号
よ
り
の
続
き
〉

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

に
基
づ
く
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計

画
案
の
中
間
報
告
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の

中
身
が
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の

実
効
性
を
持
つ
か
ど
う
か
の

試
金
石
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
最
大
の
課
題
が
財
源

問
題
で
す
。
財
源
保
障
の
な

い
「
基
本
計
画
」
で
は
実
効

性
を
持
た
な
い
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

本
計
画
の
結
果
で
実
証
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
の
ス
ポ
ー
ツ

予
算
は
２
３
０
億
円
程
度
で
、

大
型
総
合
体
育
館
一
個
分
の

建
設
費
用
に
す
ぎ
な
い
低
い

水
準
に
抑
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

そ
の
表
れ
は
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
減
少
に
如
実
に
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

基
本
計
画
案
の
資
料
と
し
て

示
さ
れ
た
「
我
が
国
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
数
の
推
移
」

で
は
、
平
成
８
年
：
２
５
８

０
２
６
箇
所
か
ら
平
成
20
年
：

２
２
２
５
３
３
箇
所
に
減
少

し
て
い
る
、
何
と
３
５
４
９

３
箇
所
の
減
少
な
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立

は
、
ス
ポ
ー
ツ
権
実
現
の
新

た
な
出
発
点
と
捉
え
、
基
本

法
の
積
極
面
を
活
か
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
は
万
人
の
権
利
」

の
原
点
に
立
ち
、
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
権
実
現
の
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
の
協
力
・

協
同
の
要
求
運
動
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
の
実
効
性
を
持
た
せ
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

県
連
盟
は
、
川
崎
市
ス
ポ
ー

ツ
室
、
県
ス
ポ
ー
ツ
課
と
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
へ
の
対
応
も

議
題
に
懇
談
会
を
持
ち
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
は
、
国
の

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」
を

参
考
に
「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

と
実
効
性
を
も
た
せ
る
よ
う

引
き
続
き
懇
談
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

川
崎
市
連
盟
は
、
結
成
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
第
40
回
定
期

総
会
を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ

基
本
法
に
つ
い
て
深
く
学
び

な
が
ら
自
治
体
と
の
懇
談
、

要
求
運
動
を
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
（
お
わ
り
）

３
５
９
２

國
吉

俊
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０

小
森

寛
人
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７
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０

宮
下

誠

３
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鈴
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丈
士

３
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０
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上
野

善
康

４
０
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３

鍋
谷

俊
哉

４
２
５
５

稲
光

鷹
山

４
７
２
９

倉
橋

博
之

４
７
３
１

大
田

裕
矢

４
９
２
５

飯
島

康
晴

４
９
６
９

菊
池

康
太

５
０
４
５

小
高

遼

５
０
４
７

東
田

昌
久

５
１
７
１

田
辺

和
男

５
１
７
７

中
牧

英
二

５
１
８
３

岩
崎

勉

５
１
８
４

神
谷

海
静

５
１
８
６

山
本

青
宙

５
１
９
１

外
館

涼
真

５
１
９
２

外
館

潤
也

５
１
９
７

河
原
井
千
影

５
２
０
１

棟
方

輝

５
２
０
２

棟
方

温
志

５
２
１
５

広
田
騏
一
郎

５
２
２
６

渡
辺

大
輔

５
２
２
８

小
林

賢

５
２
３
４

山
口

和
也

５
２
３
８

相
澤

昌
幸

５
２
４
１

相
澤

祐
哉

５
２
５
４

吉
川

要

５
２
５
９

戸
嶋

康
明

（
２
ｐ
へ
つ
づ
く
）

４
３
２

高
槻

岩
雄

５
６
６

栗
田

順
子

１
１
９
２

村
上

昭
二

１
９
５
９

下
山

孝
雄

６
８
３

阿
藤

博

２
３
１
９

大
野

誠
冶

２
９
８
９

前
場

徹

４
５

佐
々
木
博
司

３
３
９
１

相
馬

謙
吾

３
９
２
７

斎
藤

真
史

１
２
０
４

秋
月

智
帆

４
４
２
８

杦
岡

充
宏

１
５
０
３

加
藤

友
幸

４
０
３
６

楊

雅
勝

４
２
７
７

青
木

亮
太

４
８
０
１

古
張

賢
翔

４
８
０
２

古
張

暖
翔

４
８
２
２

副
島

聡
人

４
８
２
６

小
森

国
人

４
８
３
０

奈
良
部
遥
燈

４
８
３
１

阿
部

耕
一

４
３
２
２

藤
田

拓
朗

４
８
４
４

藤
井

義
史

４
８
４
７

鈴
木

伸
彦

１
５
７
５

上
原

葉
香

１
５
８
０

小
森

楓
佳

１
６
０
０

石
田

理
恵

３
７
９

永
田

照
志

５
６
０

大
津

嘉
光

７
０
７

小
又

勝
幸

１
８
１
７

酒
井

文
夫

２
４
２
０

天
野

揚

３
３
５
９

高
橋

順
也

３
４
３
０

中
田

明

第
４
３
８
回
月
例
表
彰
者

◇
３
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇
１
８
０
回
連
続
出
場
賞

◇

６
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

連
載

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
（
８
）

～
そ
の
実
効
性
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
ー

ス
ポ
ー
ツ
権
実
現
の
要
求
運
動
の
発
展
を

～

神
奈
川
県
連
盟
・
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

６月月例の前日23日（土）川崎市国際交流センター

（中原区木月）において新日本スポーツ連盟全国ラ

ンニングセンター第14回総会が開催され、全国より

総勢30名近く集まり、今日のランニングブームのな

か組織拡大をどう進めるのか等議論しました。また

11月11日は全国スポーツ祭典陸上大会を東北被災地

３県より選手30名招待し「復興支援」の大会として

開催することなどを決め翌日は月例川崎の視察やラ

ンを楽しみました。

◇

８
０
回
連
続
出
場
賞

全国スポーツ祭典陸上競技大会

（11／11 東京国立競技場で）

ﾄﾗｯｸ・ﾌｨｰﾙドへ参加しよう！

予選会の９/22神奈川県祭典陸上競技大会

＝ 大和競技場へ参加しよう！

大人１種目1000円２種目1600円。

(高校生以下は同800円、同1000円）

神奈川大会締切は８月31日

申込みは= 神奈川県スポーツ県連盟

11月の全国祭典陸上大会９/22に受付出来ます。
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第
４
３
７
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

５
２
６
４

里
見

厚
司

５
２
７
６

岩
田

暢
人

５
２
７
７

阿
部

靖

５
２
８
１

伊
藤

健
治

５
２
８
４

小
滝

裕
三

１
１
８
０

浜
田

絵
奈

１
１
８
７

鈴
木

聡
子

１
１
９
９

國
吉
七
都
美

１
４
２
９

山
崎

光
紗

１
４
３
０

山
崎

美
雪

１
５
０
６

大
田

和
子

１
５
５
２

金
子

愛

１
６
１
９

中
西
真
衣
子

１
６
２
５

遠
藤

汐
莉

１
７
１
５

小
高

遥

１
７
１
６

上
野

光
世

１
７
１
８

大
田
ち
は
る

１
７
２
３

椎
名

真
優

１
７
４
２

吉
川

綾
乃

３
回
連
続
優
勝
賞

こ
ど
も
１
Ｋ
（
５
～
７
月
）

１
５
２
２

金
子

愛

（
敬
称
略
）

①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・
65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・

250
・300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、

月
例
チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）

（
一
年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事

前
申
し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回

ま
で
で
、
連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例

名
誉
会
員
と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

セ
ミ
の
鳴
き
声
も
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ

シ
に
変
わ
っ
て
来
た
。
三
浦
三
崎
の

歌
舞
島
辺
り
で
は
ク
マ
ゼ
ミ
が
鳴
い

て
い
た
。
こ
れ
ま
で
は
観
音
崎
周
囲

で
は
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

今
年
ク
マ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

て
き
た
。
ク
マ
ゼ
ミ
が
だ
ん
だ
ん
北

上
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
。

ロ
ン
ド
ン
五
輪
か
ら
消
費
税
増
税

法
案
案
参
院
通
過
と
色
々
な
出
来
事

が
有
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
日

本
は
38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
健
闘

が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
も

メ
ダ
ル
に
届
い
た
選
手
に
注
目
が
集

ま
り
易
い
が
そ
れ
で
も
男
子
マ
ラ
ソ

ン
の
６
位
入
賞
の
中
本
健
太
郎
の
我

慢
の
走
り
は
称
賛
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ウ
ガ
ン
ダ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
プ

ロ
テ
ィ
ク
、
ケ
ニ
ヤ
・
エ
チ
オ
ピ
ア

な
ど
を
押
さ
え
て
の
優
勝
。

市
民
ラ
ン
ナ
ー
育
成
の
大
御
所
ー

山
西
哲
郎
先
生
曰
く
、
最
近
の
ア
フ

リ
カ
勢
は
小
さ
い
頃
歩
く
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
マ
ラ
ソ
ン

は
歩
く
こ
と
か
ら
強
く
な
る
と
！
。

編
集
後
記

①

１
６
５
４
星
野
光
汰
君

（
１
回
目
５
㌔
男
子
１
位
）

②

１
８
６
４
藤
田
紀
美
子
さ
ん

（
同

５
㌔

女
子
１
位
）

③

４
５
８
７

芝
野
達
哉
君
（
３

㌔
・
Ｂ

１
位
）
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ

ン
は
、
今
回
で
２
回
目
の
参
加
で
す
。

所
属
ク
ラ
ブ
は
セ
カ
ン
ド
ウ
イ
ン
グ

Ａ
Ｃ
で
す
。

フ
ル
の
自
己
ベ
ス
ト
は
東
京
マ
ラ

ソ
ン
で
だ
し
た
２
時
間
40
分
で
す
が
、

今
年
は
福
岡
国
際
で
ベ
ス
ト
更
新
を

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

④
仲
間
「
ア
ズ
ビ
ル
」

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
、
い
つ
も
10

人
程
度
の
メ
ン
バ
ー
で
来
て
い
ま
す
。

去
年
の
２
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

み
ん
な
ラ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
、
湘
南
マ
ラ
ソ
ン
で
は
大
勢

の
社
員
が
レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
す
が
、
毎

年
、
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
も
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

⑤
月
例
常
連
ラ
ン
ナ
ー

２
０
０
中
野
陽
子
さ
ん
は
、
マ
ス
タ
ー

ズ
３
０
０
０
ｍ
年
代
別
の
世
界
記
録
保
持

者
で
す
。
今
年
も
９
月
に
岡
山
で
行
わ
れ

る
マ
ス
タ
ー
ズ
に
参
加
し
ま
す
。

「
今
度
は
１
５
０
０
ｍ
で
世
界
新
を
出
せ

る
と
い
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
（
右
は
５
７
１
鈴
木
つ
や
子
さ
ん
と
）

人
間
必
ら
ず
死
を
迎
え
る
が
、
楽

に
死
ぬ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

考
え
て
み
た
い
。

誰
で
も
、
長
く
苦
し
ん
で
死
ぬ
よ
り

楽
に
ポ
ッ
ク
リ
と
逝
き
た
い
と
考
え

る
。

さ
い
わ
い
日
本
の
政
府
、
厚
労
省
で

は
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
計
画
」
を
立
案
し
て
い

る
か
ら
安
心
出
来
る
。
こ
の
計
画
は

大
変
合
理
的
だ
か
ら
、
去
る
四
月
一

日
付
の
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
て

い
た
。

簡
単
に
い
え
ば
、
ふ
だ
ん
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
を
維
持
し
、

病
気
に
な
っ
た
ら
延
命
治
療
な
ど
拒

否
し
、
早
く
死
ぬ
こ
と
。

「
ピ
ン
ピ
ン
生
か
し
て

ポ
ッ
ク
リ
逝
か
せ
る
」

と
い
う
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
国
の
医

療
費
は
節
約
で
き
、
国
家
財
政
に
も

プ
ラ
ス
に
な
り
、
将
来
も
安
心
の
国

に
な
る
と
い
う
。

先
日
、
外
国
の
研
究
者
が
「
ゆ
っ

く
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
長
生
き
」
な
ど

の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
が
、
死
に
方
に

ま
で
気
を
配
っ
て
く
れ
る
日
本
政
府

の
計
画
は
す
ば
ら
し
い
で
は
な
い
か
。

来
年
四
月
一
日
に
は
再
度
発
表
さ

れ
る
予
定
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
注
目
を
。

と
り
あ
え
ず
月
例
マ
ラ
ソ
ン
で
ゆ
っ

く
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が
ら
、
政
府

発
表
の
中
身
を
じ
っ
く
り
考
え
て
見

た
い
。

（
完
）

「
知
っ
て
い
る
？
Ｐ
Ｐ
Ｐ
計
画

」

５
８
２

嶋
田

秀
尚

◇

４
回
連
続
出
場
賞
つ
づ
き

真
夏
の
気
温
の
高
い
日
で
も
走
る
人
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
タ
イ
ム
を
縮
め
た
い
」
・
・
・

｢

健
康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
」
と
い
う
健
全
な
目

的
で
走
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
く
ま
れ
に
走
っ

た
後
の
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
た
い
が
た
め
に
走
る

と
い
う
豪
快
ラ
ン
ナ
ー
も
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
お
酒
に
い
く
ら
強
く
て
も
飲
み
過
ぎ
は
要
注

意
で
す
。

そ
れ
は
体
内
の
水
分
が
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
し
ま

い
脱
水
症
状
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
後
に
出
る
尿
は
、
さ
っ
き
飲
ん

だ
ビ
ー
ル
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
む
以
前

に
体
内
に
あ
っ
た
水
分
が
一
気
に
出
て
い
る
の
で
す
。

尿
を
作
っ
て
い
る
の
は
肝
臓
で
、
血
液
を
ろ
過
し
余

分
な
水
分
を
取
り
除
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
尿
細
管
で
再
吸
収
さ
れ
、
残
り
の
水
分
を
尿
と

し
て
排
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
ど
れ
だ
け
の
量
を
尿
と
し
て
出
す
か
は
ホ

ル
モ
ン
類
の
働
き
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
そ
の
中

で
水
分
の
体
内
へ
の
再
吸
収
を
促
進
す
る
ホ
ル
モ
ン

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
抑
制
し

て
し
ま
う
の
が
ア
ル
コ
ー
ル
な
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
本
来
な
ら
再
吸
収
さ
れ
る
は
ず
の
水

分
が
尿
と
し
て
体
外
に
出
や
す
く
な
り
、
脱
水
症
状

に
な
る
可
能
性
が
で
て
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
の
ど
が
渇
い
た

ら
、
も
っ
と
ビ
ー
ル
を
飲
む
の
で
は
な
く
水
や
ウ
ー

ロ
ン
茶
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

（
つ
づ
く
）９

６
中
山

浩
明

ー中山先生講座ー ランの科学
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高
槻

岩
雄
さ
ん

７
月
で
連
続
出
場
３
０
０
回

を
達
成
し
22
人
目
の
月
例
名
誉

会
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
８
月
月
例
で
授
与
さ
れ

ま
す
。

（
下
の
写
真
は

２
０
０
２
年
３
月
当
時
）

お
め
で
と
う
！

月
例

三
○
○
回
連
続

出
場
賞
達
成

（
名
誉
会
員
）

４
３
２

①

②

③

④

⑤

お
詫
び
訂
正

６
月
号
河
原
版
表
彰
者
リ

ス
ト
で
９
回
連
続
出
場
表
彰
対
象
の
１
５
４
３

菊
地
留
美
さ
ん
が
連
続
４
回
表
彰
の
方
へ
飛
ん

で
記
載
さ
れ
て
し
ま
い
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。


